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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部に複数のリフィルを収納する軸筒の先端に金属製の口金が装着されている筆記具で
あって、
　前記軸筒は、合成樹脂製の一次成形体の外周に、その合成樹脂より軟質な軟質樹脂製の
二次成形体グリップ部を備えたものであり、
　前記軸筒の先端には内周が雌ネジとなっている受入部が設けられ、
　前記口金の先端側は先細に形成されたテーパー部となっているとともに、前記テーパー
部の内周面もテーパー状に形成され、
　前記口金の後端には外周が雄ネジとなっていて前記受入部に螺合する挿入部が設けられ
ていることを特徴とする筆記具。
【請求項２】
　前記二次成形体グリップ部が設けられている前記一次成形体においては、前記受入部が
設けられている部分は、その部分以外の部分よりも肉薄であることを特徴とする請求項1
記載の筆記具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、いわゆる二色成形で形成される軸筒を備えた筆記具であって、該軸筒の先端
に口金が装着されている筆記具に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　従来、筆記具の軸筒において、手指で把持される部分の周囲をゴムのような軟質の樹脂
で被覆したグリップ部を設けることが普通に行われている。
　また、筆記具の先端部分は通常、先細のテーパー形状に形成され、その先端に設けられ
た開口部分から、筆記先端が露出することとなっている。このような、テーパー形状を先
端部分を軸筒とは別体に形成することがある。このような別体に形成されたテーパー形状
の部材を口金と称することがある。口金と軸筒とは通常、いずれかの外周に設けられた雄
ネジ部分を、もう一方の内周に設けられた雌ネジ部分に螺合して互いに装着されることと
なっている。なお、本明細書においては、筆記具において筆記先端が位置する方を「先端
」と称し、その反対側を「後端」と称する。
【０００３】
　口金とはその名が示すように、元来は金属製の部材であるが、合成樹脂製であっても便
宜上その名で呼ばれることが多い。合成樹脂製の口金は、成形の自由度が比較的高く、上
記の雌ネジ部分又は雄ネジ部分のいずれを設けることも設計上自在である。一方、金属製
の口金の場合の多くは、内周に雌ネジ部分が設けられることとなっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０００－１４１９８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述したように、金属製の口金の場合、内周に雌ネジ部分が設けられることが多いのは
、使用する金属量を節約するためである。したがって、この雌ネジ部分には軸筒側の雄ネ
ジ部分が挿入されて螺合されることになる。この場合、口金において雄ネジ部分が螺合さ
れる部分はテーパー形状にしにくいためストレート形状にせざるを得ず、その分口金が前
後方向に長くなりがちである。さらに、雄ネジ部分が挿入されるため、口金の径はある程
度大きくならざるを得ず、したがって軸筒の径もある程度大きくならざるを得なかった。
　なお、上記特許文献１に開示の発明では、二色成形でグリップ部を備えた軸筒の先端に
、口金をインサート成形することで、高級感のある外観を安価に実現できるだけでなく、
口金を取り付ける組み立て工程を省略することが可能となっていた。このような構造を取
ることで、上記の口金の大きさの問題はある程度解消できる。しかし、このような特許文
献１記載の発明では口金の取り外しができないという難点がある。
【０００６】
　上記の問題点に鑑み、本発明は、二色成形でグリップ部を備えた軸筒に金属製の口金を
装着してなる筆記具において、軸筒の径をできるだけ細くすることのできる構造を提供す
ることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題を解決すべく、本発明は、軸筒11の先端に金属製の口金50が装着されている
筆記具10であって、
　前記軸筒11は、合成樹脂製の一次成形体41の外周に、その合成樹脂より軟質な軟質樹脂
製の二次成形体グリップ部42が設けられたものであり、
　前記軸筒11の先端には内周が雌ネジとなっている受入部44が設けられ、
　前記口金50の後端には外周が雄ネジとなっていて前記受入部44に螺合する挿入部53が設
けられていることを特徴とする。
【０００８】
　すなわち、本発明においては、二色成形でグリップ部が形成された軸筒11の先端内周面
に雌ネジが形成され、これが受入部44となっている。また、口金50の後端外周面には雄ネ
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ジが形成され、これが挿入部53となり、前記受入部44に挿入され螺合されることとなって
いる。ここで、軸筒11は上述のとおり２種類の合成樹脂を使用した二色成形で形成される
が、前記受入部44は型抜きの際にアンダーカットにならざるを得ない。したがって、ネジ
山の高さは無理抜きが可能な程度に低くすることが望ましい。その場合、挿入部53のネジ
山の高さもこれに見合った程度に低く形成されることになる。
【０００９】
　また、本発明は、上記の特徴に加え、前記二次成形体グリップ部42が設けられている前
記一次成形体41においては、前記受入部44が設けられている部分は、その部分以外の部分
よりも肉薄であることを特徴とする。
　なお、この肉薄の部分は、それ以外の部分に比べて強度は低い。しかし、この肉薄の部
分には口金50の挿入部53が螺合されるため、これによって補強されることとなっている。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明においては、軸筒の先端には内面が雌ネジとなっている受入部が設けられるとと
もに、口金の後端には外面が雄ネジとなっていて前記受入部に螺合する挿入部が設けられ
ている。よって、口金の中に軸筒の先端部分を挿入することを考慮しなくてもよいため、
その分、口金の径を小さくすることができる。それに伴い、軸筒の径も小さくすることが
でき、全体として細軸の筆記具としての設計が可能となる。
　また、口金の挿入部により、軸筒の受入部の強度を補強することができるため、軸筒を
肉薄に形成することができ、これによって軸筒をさらに細く設計することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施の形態に係る複式筆記具を（Ａ）正面図、（Ｂ）右側面図及び（Ｃ
）背面図で示す。
【図２】図１の複式筆記具の右側面断面図である。
【図３】図１の複式筆記具の後軸を（Ａ）正面図、(Ｂ）右側面図及び（Ｃ）右側面断面
図で示す。
【図４】図３（Ｃ）に示すＩＶ－ＩＶ断面図である。
【図５】図１の複式筆記具の内筒を（Ａ）正面図、（Ｂ）右側面図、（Ｃ）背面図及び（
Ｄ）右側面断面図で示す。
【図６】図１の複式筆記具の先軸を（Ａ）正面図及び（Ｂ）正面断面図で示す。
【図７】図１の複式筆記具の口金を（Ａ）正面図及び（Ｂ）正面断面図で示す。
【図８】図１の複式筆記具のノック棒を（Ａ）正面図、（Ｂ）右側面図及び（Ｃ）背面図
で示す。
【図９】図８（Ｂ）に示すＩＸ－ＩＸ断面図である。
【図１０】図２に示すＸ－Ｘ断面図である。
【図１１】図２の一部を拡大したものである。
【図１２】図１の複式筆記具の右側面断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明の実施の形態を、図面を参照しつつ説明する。
　（１）筆記具外観
　本実施の形態に係る筆記具10は図１（Ａ）～（Ｃ）に示すような外観を呈する複式筆記
具10である。なお、図１は、複式筆記具10内部に収納されている複数のリフィルの筆記先
端がいずれも没入している非筆記状態を示している。
　軸筒11は、後端側に位置する後軸20と、先端側に位置する先軸40とが互いに螺合されて
形成される。後軸20と先軸40との間にはリング部材12が改装される。また、先軸40の先端
には、口金50が螺合される。
　後軸20の後部には、長手方向の開口である窓孔22が３本設けられている。各窓孔22から
は、後述するリフィルの後方に装着されるノック棒60の外側面に設けられるノック突起62
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が突出している。各ノック突起62は、対応する窓孔22に沿って前後方向に移動可能である
。
【００１３】
　また、正面側の窓孔22に位置するノック突起62にはクリップ13が装着されている（図１
（Ａ）及び（Ｂ））。クリップ13の先端部分は後軸20に向かって突出しており、後軸20の
表面に形成されるクリップ突起21と接触している（図１（Ｂ））。この、クリップ13が設
けられているノック棒60は、後述のシャープペンシルリフィル70の後端に接続されている
。一方、その他の２本のノック棒60（図１（Ｃ）参照）は、それぞれインク色の異なる後
述のボールペンリフィル80の後端に接続されている。すなわち、本実施の形態に係る複式
筆記具10は、３種類のリフィルを内蔵している。
【００１４】
　（２）リフィル、内筒30及びガイド筒17
　図２は、図１に示す複式筆記具10の断面図である。
　後軸20の内部空間の後方側には、各ノック棒60を収容するとともにこれらのノック棒60
の前後方向のスライドを導く内筒30が装着されている。内筒30よりも先端側には、各リフ
ィルの前後方向の移動を導くガイド筒17が装着されている。ガイド筒17には、各リフィル
が挿通されるガイド孔18が計３個設けられている。
【００１５】
　クリップ13が装着されているノック棒60の先端には、上記したようにシャープペンシル
リフィル70が装着されている。シャープペンシルリフィル70は、芯を収容する管状の芯収
容管71の先端に、シャープペンシルの機構部としてのシャープペンシルユニット72が接続
された構造を有する。また、シャープペンシルリフィル70の後方外周にはスプリング90が
外挿されている。スプリング90の後端は、ノック棒60先端の段差68に当接し、また、スプ
リング90の先端は、ガイド孔18先端の段差19に当接しており、ノック棒60の先端へのスラ
イドに伴い、スプリング90はこれらの段差68,19の間で圧縮される。
【００１６】
　一方、他の２つのノック棒60の先端には、上記したようにボールペンリフィル80が装着
されている。ボールペンリフィル80は、インクを収容する管状のインク収容管81の先端に
、筆記先端としてのボールペンチップ82が接続された構造を有する。また、ボールペンリ
フィル80の後方外周にもスプリング90が外挿されているが、このスプリング90に関しては
上述したシャープペンシルリフィル70と同様である。
　内筒30の後端部分と軸筒11の後端内側との間にはクッション材14が介装されているが、
これについては後述する。
【００１７】
　（３）後軸20
　先述のとおり、後軸20には３本の窓孔22が設けられている（図３（Ａ）及び（Ｂ）並び
に図４）。そのうち、正面に位置する窓孔22の両側縁の後端部分がそれぞれ対向するよう
に張り出しており、これらの部分が1対の係合片23となっている（図３（Ａ）及び図４）
。なお、窓孔22の後端縁にも同様の張り出し部分が設けられ、両側の係合片23を連結して
いる（図３（Ａ））。後軸20の先端付近の内周は、先軸40との螺合のための雌ネジである
後軸雌ネジ部24が形成されている。また、後軸20の内部空間の後端はやや先端へ台状に張
り出した台状部25となり、その先端面は平坦になっている。この平坦な面が、先述したク
ッション材14が当接する面である後軸後端面26（図３（Ｃ）及び図４）である。これにつ
いては後述する。
【００１８】
　（４）内筒30
　内筒30においても、前記後軸20の各窓孔22に対応しこれと連続する開口部31が計３個設
けられている（図５（Ａ）～（Ｄ））。各開口部31の両辺縁に沿って、ノック棒60の前後
方向のスライドを導くレール32が設けられている（図５（Ａ）～（Ｄ））。各レール32の
先端部分は、軸心方向へ沈んでおり、この部分をレール段差33と称する（図５（Ａ）～（
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Ｄ））。
　内筒30の先端縁34は、後述するように、ノック棒60の先端部分が係止する箇所であるが
、これについては後述する。
　内筒30の後端には、前記クッション材14が挿入される後端凹部35が形成されている。こ
れについては後述する。
【００１９】
　（５）先軸40
　先軸40は、二色成形により形成される部材である。具体的には、ポリカーボネート樹脂
のような比較的硬質な合成樹脂で一次成形される一次成形体41の外周に、ブタジエンゴム
のような比較的軟質な軟質樹脂で二次成形される二次成形体グリップ部42が位置する構造
となっている（図６（Ａ）及び（Ｂ））。一次成形体41の後端部分の外周は、前記の後軸
20に螺入される先軸雄ネジ部43となっている（図６（Ａ）及び（Ｂ））。また、一次成形
体41の先端部分の内周は、口金50の後端部分が螺入するために雌ネジが形成されている受
入部44（図６（Ｂ））となっている。この受入部44は、金型構造上アンダーカットになる
が、型抜きの際は無理抜きされる。一次成形体41において、この受入部44が形成されてい
る部分は、それより後方の部分と比べて薄肉に形成されている（図６（Ｂ））。
【００２０】
　（６）口金50
　口金50は金属製であり、先端側は先細に形成されたテーパー部51となっており、後端側
の略筒状部分の外周には、前記先軸40の受入部44に螺入されるために雄ネジが形成されて
いる挿入部53となっている（図７（Ａ）及び（Ｂ））。テーパー部51の先端には先端開口
52が形成され（図７（Ｂ））、ここから各リフィルの筆記先端が出没する。
【００２１】
　（７）ノック棒60
　図８は、シャープペンシルリフィル70に装着されるノック棒60を示す。ノック棒60は、
前記後軸20の窓孔22及び前記内筒30の開口部31に外側から先端方向へ挿入されるノック棒
挿入部61（図８（Ａ）～（Ｃ））と、その後方に位置し、外方へ突出するノック突起62（
図８（Ｂ））とを備える。
　ノック突起62のさらに外方には、前記クリップ13が装着されるクリップ装着部63が突出
している（図８（Ａ）及び（Ｂ））。また、ノック突起62の根元の両側後端には、一対の
溝である係合溝64が形成されている（図８（Ｂ）及び図９）。ノック棒60を前記のように
、その3を前記後軸20の窓孔22及び前記内筒30の開口部31に外側から先端方向へ挿入して
から、これを前記レール32に沿って少し後方に移動させると、図１０に示すようにこれら
の係合溝64に前記した窓孔22の係合片23が嵌入することで、ノック棒60が外方へ抜け落ち
ることが防止される。すなわち、窓孔22の係合片23は、ノック棒60の抜け止めとして機能
するものである。
【００２２】
　なお、ノック棒60が後軸20の窓孔22の外側から挿入されることで装着されるのは、後軸
20の内部には内筒30及びガイド筒17が挿入されており、後軸20の先端から後方に向けてノ
ック棒60を挿入するための十分な空間が存在しないためである。
　一方、ノック棒挿入部61の先端には、外方に突出する係止突起65が形成されている（図
８（Ｂ））。この係止突起65の後方に位置する係止段差66は、前記した内筒30の先端縁34
と係止する（図２参照）ことで、これもノック棒60の抜け止めに寄与している。
【００２３】
　ノック棒60の内側には、長手方向に沿設されつつ内方へ突出した解除突起69が形成され
ている（図８（Ｂ）及び（Ｃ））。この解除突起69は、他の２つのノック突起62にも設け
られており、図１に示す非筆記状態においては、図１０に示すように、各解除突起69が軸
心に向かって突き合わされた状態となっている。
　ノック棒60の先端からは、リフィル装着部67が先端方向へ突出している（図８（Ａ）～
（Ｃ））。このリフィル装着部67は、シャープペンシルリフィル70の後端に圧入される（
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図２参照）。
【００２４】
　（８）クッション材14
　クッション材14は、図１１に示すような、先端に向かってやや先細となっている略円錐
台状の凸状部15と、その後端に連続する円盤状の板状部16とが、シリコーンゴムにて一体
成形されている部材である。このクッション材14のうち、凸状部15は前記内筒30の後端凹
部35（図５（Ｄ）参照）に挿入される。また、板状部16は、前記後軸20の台状部25の後軸
後端面26（図３（Ｃ）参照）に当接する。すなわち、クッション材14は内筒30と後軸20と
の間に介装される部材である。なお、後軸20の後端には浅い円形の第１陥凹部27が形成さ
れており、その中に、それと中心を同じくするさらに深い円形の第２陥凹部28も形成され
ている。この第２陥凹部28の中心には金型のゲート跡が位置している。この金型のゲート
跡を隠す目的で、第１陥凹部27には円形のシール部材29が嵌め込まれている。ここで、第
１陥凹部27の周縁は、アールをつけた面取り部27Aが形成されていて、その周囲の、第１
陥凹部27の立ち上がり部分27Cとの際に断面略Ｖ字状の溝が形成されている。この溝をア
ール溝27Bと称する。このアール溝27Bにより、シール部材29が第１陥凹部27と接触する面
の周囲には間隙が生じている。このアール溝27Bがあるため、後軸20の表面に塗装をする
際、塗料がアール溝27Bに入り込むことができるため、第１陥凹部27の辺縁が塗料の表面
張力で厚くなってしまうことがない。したがって、シール部材29を装着した際に、シール
部材29の辺縁が浮いてしまうことがない。
【００２５】
　（９）リフィルの前進及び後退
　図２に示す状態においては、ノック棒60は最後端に位置しており、ノック棒60の係合溝
64に後軸20の窓孔22の係合片23が嵌入している。この状態から、クリップ13の装着された
ノック棒60を先端方向へ押圧すると、スプリング90を圧縮しつつ、ノック棒60は内筒30の
レール32（図５（Ａ）参照）に沿って前方へ移動する。そして、レール32の先端のレール
段差33に至ると、ノック棒60は軸心方向へ落下するように沈み込む。この状態において、
図１２に示すように、シャープペンシルリフィル70の筆記先端が、口金50の先端開口52（
図７（Ｂ）参照）から突出し、筆記可能な状態となる。このとき、当該ノック棒60の解除
突起69はレール段差33と係合している。この係合によって、圧縮されたスプリング90の付
勢力に抗して、筆記先端が突出した状態が保持される。
【００２６】
　この状態で、他の２つのノック棒60のいずれかを先端方向へ押圧すると、当該ノック棒
60に設けられている解除突起69の先端が、上述したように軸心方向へ沈み込んでレール段
差33と係合している　解除突起69の後端に当接して、これを外周方向へ跳ね上げる。これ
によって、当該解除突起69とレール段差33との係合は解かれる。そして当該ノック棒60は
、圧縮されたスプリング90の付勢力によって後方へ移動し、突出していた筆記先端は軸筒
11内部に没入し、図２に示す状態に復帰することとなる。このとき、当該ノック棒60は最
後端に位置することとなるが、その際、再びノック棒60の係合溝64に後軸20の窓孔22の係
合片23が嵌入することとなる。
【００２７】
　（１０）クッション材14の作用
　ここで、特定のリフィル（たとえばシャープペンシルリフィル70）の使用頻度が他のボ
ールペンリフィル80より極端に高い場合であっても、以下のように機能することとなる。
すなわち、そのリフィルに装着されたノック棒60が筆記可能状態からの解除によってスプ
リング90の付勢力により後方に衝突した場合であっても、ノック棒60は直接クッション材
14に衝突することはない。つまり、ノック棒60はそれが収容される内筒30に衝突すること
になる。よって特定のリフィルの後退に伴う衝撃は、内筒30全体が後方へ押圧される力へ
分散され、その分散された力は内筒30と後軸20との間に改装されるクッション材14（図１
１参照）で緩衝される。よって、クッション材14の特定の位置（たとえば、そのような特
定のリフィルに対応する位置）のみが片減りすることはない。
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【産業上の利用可能性】
【００２８】
　本発明は、複数のボールペンリフィル、あるいはその１本をシャープペンシルリフィル
に置換した、複式筆記具に利用可能である。
【符号の説明】
【００２９】
10　筆記具（複式筆記具）　11　軸筒　　　　　　　　　12　リング部材
13　クリップ　　　　　　　14　クッション材　　　　　15　凸状部
16　板状部　　　　　　　　17　ガイド筒　　　　　　　18　ガイド孔
19　ガイド孔先端の段差
20　後軸　　　　　　　　　21　クリップ突起　　　　　22　窓孔
23　係合片　　　　　　　　24　後軸雌ネジ部　　　　　25　台状部
26　後軸後端面　　　　　　27　第１陥凹部　　　　　　27A　面取り部
27B　アール溝　　　　　　　27C　立ち上がり部分　　　28　第２陥凹部
29　シール部材
30　内筒　　　　　　　　　31　開口部　　　　　　　　32　レール
33　レール段差　　　　　　34　先端縁　　　　　　　　35　後端凹部
40　先軸　　　　　　　　　41　一次成形体　　　　　　42　二次成形体グリップ部
43　先軸雄ネジ部　　　　　44　受入部
50　口金　　　　　　　　　51　テーパー部　　　　　　52　先端開口
53　挿入部
60　ノック棒　　　　　　　61　ノック棒挿入部　　　　62　ノック突起
63　クリップ装着部　　　　64　係合溝　　　　　　　　65　係止突起
66　係止段差　　　　　　　67　リフィル装着部　　　　68　ノック棒先端の段差
69　解除突起
70　シャープペンシルリフィル　　　　　　　　　　　　71　芯収容管
72　シャープペンシルユニット
80　ボールペンリフィル　　81　インク収容管　　　　　82　ボールペンチップ
90　スプリング
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